
宜野湾市では、SACO情報として、「普天間飛行場は、移設可能である」を

入手。

それを受けて、1991年度年末の復活予算折衝において、「駐留米軍普天

間飛行場返還に向けての基本構想策定期間4年分の計画書」を作成し予

算獲得を、宜野湾市独自で実現した。92年度には桃原市長が訪米に始め

て同行し、返還跡地利用のベーシック案をペンタゴンに提出した。

その後95年まで策定作業は続き、事業完了したのである。

当時までの基地返還運動は、嘉手納飛行場

が主で、”人間の鎖”で運動を展開した。

普天間飛行場は返還合意以降である。

宜野湾市では、返還後の跡地利用計画策定作業に取りかかりながら、

米軍反対、基地反対のイデオロギーの立場でなく、次の２点を要点とし

て米国政府に訴えている。

①ヘリ事故は世界的に多く、とりわけ普天間(ﾍﾘﾎﾟｰﾄ)飛行場は、市街

地のド真ん中にあり、”世界一危険な飛行場である”と云える。

②市の真ん中に陣取る飛行場は、市の街づくり、発展の最大阻害要因

である。宜野湾市は、将来像を描いており、跡地利用計画作業を進め

ている。

そして、水面下でも代議士をとおして、SACOへ働き掛けをしていた。

何で普天間だ！

嘉手納返還を闘争

していた筈だ！

少女暴行事件は北

部で、且つキャンプ

ハンセン兵隊

普天間飛行場返還

は、少女暴行事件と

は関係なく、進捗し

ていた。

左翼が云う、

「普天間飛行場返還は

我らの運動の勝利

だ！」は、間違い！


